
開催報告書

動かそう。ひとりひとりが、活きる未来へ。
～広島から「働き方」と「女性活躍」を次のステージへ～



1「Work & Women in Innovation Summit 2017」概要

実施概要

●イベント名称 Work＆Women in Innovation Summit 2017（略称：WIT2017）

●開催日時 １日目：2017年9月8日(金) 10:00～17:00（受付9:00～）
２日目：2017年9月9日(土) 10:00～12:30（受付9:00～）

●開催場所 １日目：広島国際会議場 (〒730-0811 広島県広島市中区中島町１−５)
＜利用施設＞

ア）メインホール：フェニックスホール

イ）分科会会場：フェニックスホール、ダリア１/２、ラン
ウ）ネットワーキング会場：ラン、コスモス1/2

２日目：広島大学東千田未来創生センター (〒730-0053 広島市中区東千田町1-1-89)
＜利用施設＞

ア）講演：M303講義室
イ）ワークショップ：M304講義室

●主催 広島県

●共催 働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま、一般社団法人Inclusive Growth Summit

●後援 内閣府（男女共同参画局）、経済産業省、厚生労働省

●協賛

●制作協力 WIT2017運営事務局

来場者数

日程 来場者

1日目 9月8日（金） 750名

2日目 9月9日（土） 100名

合 計 850名
注１ 来場者には、市町・経済団体等の関係者を含む
注２ 来場者合計は、1日目来場者と2日目来場者の延べ人数



2WIT2017 プログラム



1日目・広島国際会議場
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１日目プログラム 4

■開催スケジュール（1日目）

Time Lap Content

10:00〜10:15 15min オープニングアクト・主催者挨拶
リレーメッセージ ほか

10:15〜11:05 50min セッション１
⼈⽣100年時代の働き⽅

11:05〜11:15 10min 休憩

11:15〜12:15 60min
セッション2

リーダーのチャレンジ
―組織を強くする改⾰とは―

12:15〜13:05 50min ランチ＆ネットワーキングタイム

13:05〜13:15 10min LIVE演奏

13:15〜14:15 60min セッション3
広島から始まる、新しい価値創造

14:15〜14:30 15min 移動＆休憩

14:30〜15:35 65min

分科会I
多様なキャリアを持つ⽣き⽅・働き⽅

分科会Ⅱ
ワークスタイル・デザインの実践

分科会Ⅲ
ダイバーシティ経営戦略と働き⽅改⾰

15:35〜15:50 15min 移動＆休憩

15:50〜16:30 40min STAR SHOW・認定証授与式

16:30〜16:45 15min 特別講演
政府の⽬指す『働き⽅改⾰』とは

16:45〜17:00 15min クロージング
（全体振り返り・共同宣⾔）



会場の様子 5

メイン会場［国際会議場 フェニックスホール］



プログラム概要① 6

知事挨拶・鈴木知事リレーメッセージ・野田大臣メッセージ

LIVE演奏

分科会Ⅰにもご登壇いただいた中島さち子さんの呼びかけで集合したメンバーによる、力強く厳
かなジャズセッションにより、華々しくイベントが開幕。ＬＩＶＥ演奏は、この後もイベントの
中で２度実施され、来場者の方を楽しませました。

主催者挨拶の中で、湯﨑英彦広島県知事より『WIT2017を契機に、「働き方改革」と「女性
活躍」のムーブメントが、広島の地から全国へと波及・拡大していくことを期待する』とい
うメッセージが語られた後、昨年「ＷＩＴ2016」を開催した鈴木英敬三重県知事と、野田聖
子女性活躍推進担当大臣から頂戴した、激励のメッセージが披露されました。

竹内直(sax)、中島さち子(piano)、山田あずさ(vibraphone)、Tyler Eaton(bass) ※敬称略【演奏者】



プログラム概要② 7

セッション２

セッション１

人生100年時代の働き方

【登 壇 者】
モデレーター 井原慶子（カーレーサー/慶應義塾大学大学院特任准教授/一般社団法人 Inclusive Growth Summit 代表理事）

【実施内容】 高齢化やグローバル化が進み、個人や企業を取り巻く環境が大きく変動する中で、従来の働き方を
見直し、時代に適応した柔軟な働き方を採用することの重要性について、国内外の豊富な事例や
データを用いながら、議論が展開されました。

リーダーのチャレンジ －組織を強くする改革とは－

【登 壇 者】
モデレーター 浜田敬子（ Business Insider Japan 統括編集長）

【実施内容】 これからの時代の道標となる各社の先進的な取組事例が紹介されたほか、改革を進めるうえでの
ハードルと、それを乗り越えたエピソードや、リーダーに求められる行動と心構えなどについて、
トップリーダーの口から語られました。

パネリスト キャシー松井（ゴールドマン・サックス証券株式会社副会長 /グローバル・マクロ調査部アジア部門統括/チーフ日本株ストラテジスト）

松本晃 （カルビー株式会社代表取締役会長兼 CEO ）

水野弘道 (年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）理事兼 CIO(最高投資責任者））

パネリスト 小飼雅道（マツダ株式会社代表取締役社長兼ＣＥＯ）

出口治明（ライフネット生命保険株式会社創業者）

山田邦雄（ロート製薬株式会社代表取締役会長兼ＣＥＯ）

吉田正子（株式会社アンデルセン・パン生活文化研究所前代表取締役社長）

※敬称略

※敬称略



プログラム概要③ 8

ランチ＆ネットワーキングタイム

協賛社のご協力により、ランチタイムには来場者全員にランチBOXとジュースが提供されました。
また、来場者どうしの交流を目的に設けられたネットワーキング会場には、一部登壇者の方も来場され、
名刺交換や情報交換が活発に行われました。
さらに、ネットワーキング会場内では、当日、第1回の認定証授与式が開催された「働き方改革実践企業」の
取組に関するパネル展示も実施され、展示内容をカメラで撮影したり、立ち止まって熱心に見入る来場者の
姿が多数見受けられました。

セッション３

広島から始まる、新しい価値創造

【登 壇 者】
モデレーター 岡島悦子（株式会社プロノバ代表取締役社長/グロービス経営大学院教授）

【実施内容】 全国のモデルケースとなりうる、広島発のイノベーション創出方法「広島モデル」の可能性
について討論。全く異なるバックグラウンドを持つ登壇者が互いに意見を交わす中で、
思いもよらない角度から次々に議論が展開するなど、本セッションそのものを通じて、
斬新な視点やアイデアを生むためには、様々な価値感を持つ多様な人材が必要であると
いうことが示されました。

パネリスト 石川善樹 （予防医学研究者/株式会社Campus for H共同創業者）

伊藤かつら（日本マイクロソフト株式会社執行役員常務/デジタルトランスフォーメーション事業本部長）

湯﨑英彦 ( 広島県知事）

※敬称略



プログラム概要④ 9

分科会２

分科会１

多様なキャリアを持つ生き方・働き方

【登 壇 者】
モデレーター 中島さち子 ( ジャズピアニスト・作曲家/数学者/STEAM教育家/啓林館顧問）

ワークスタイル・デザインの実践

【登 壇 者】
モデレーター 藤沢久美 （シンクタンク・ソフィアバンク代表）

【実施内容】 多様な人材を活用するための、保育園併設オフィスの開設事例や、スキルワーカーを短時間勤務
で採用する事例などが紹介されたほか、テレワークを導入する際に有効な具体的プロセス、
さらには多様な人材活用に必要な人事制度の見直し等について議論をいただきました。

【実施内容】 ご登壇者4名が自身の複数の顔を持つ生き方に触れながら、複数の顔を持つことが本人や、その所属
企業に与えるメリットなどを紹介。また、複数の顔を持つことで生じる、時間管理などの苦労を、
どのような工夫によりセルフマネジメントされているかなどについて、お話いただきました。

パネリスト 石川貴志 （一般社団法人Work Design Lab 代表理事/公益財団法人ひろしま産業振興機構創業サポーター/出版流通企業勤務）

杉山文野 ( 株式会社ニューキャンバス代表取締役/NPO法人東京レインボープライド共同代表理事 )

廣優樹 （ NPO法人二枚目の名刺代表/商社勤務）

パネリスト 赤井友昭 （株式会社CREATIVE LAB代表取締役社長）

二葉美智子 （株式会社リクルートホールディングス iction!事務局事務局長）

山本裕介（グーグル合同会社ブランドマーケティングマネージャーWomen will プロジェクトリード）

※敬称略

※敬称略
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分科会３

ダイバーシティ経営戦略と働き方改革

【登 壇 者】
モデレーター 河野真理子（株式会社キャリアン代表取締役/公益財団法人日本生産性本部ダイバーシティ推進センター所長）

【実施内容】 経済産業省が推進する「ダイバーシティ2.0」が紹介されたほか、「ダイバーシティ経営企業100選」
に選ばれた3社の事例を交えながら、ダイバーシティ経営推進の方法や、推進を阻むハードルの
乗り越え方等について議論いただきました。

プログラム概要⑤

STAR SHOW

広島県働き方改革実践企業に認定された団体の中から、3社が自社の取組についてプレゼン
テーションを実施した後、加藤大臣と木谷教授から、プレゼンテーションに対するコメント
が贈られました。

【登 壇 者】 プレゼンター 嶋治美帆子（広島電鉄株式会社人財管理本部人事部長）

堀千奈美 （株式会社オガワエコノス本社事務部門課長 ）

砂田智彦 （丸善製薬株式会社総務部部長）

コメンテーター 加藤勝信 （厚生労働大臣／働き方改革担当大臣）

木谷宏 （県立広島大学経営専門職大学院教授）

【実施内容】

パネリスト 今本茂男 (株式会社エス・アイ代表取締役）

小田文子（経済産業省経済産業政策局経済社会政策室長）

富所幸子（第一生命保険株式会社人事部ダイバーシティ＆インクルージョン推進室室長）

友光弘（株式会社キャリアプランニング代表取締役社長）

※敬称略

※敬称略
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認定証授与式

県内で働き方改革に取り組み、一定の成果を上げている企業20社が
「広島県働き方改革実践企業」として認定されたことが当日発表され、
このうち18社が出席して、第1回の認定証授与式が実施されました。

プログラム概要⑥

【登 壇 者】 蔵田和樹 （田中電機工業株式会社代表取締役社長）

岡崎隆 （株式会社オーザック代表取締役 ）

久保高弘 （株式会社大京広島支店支店長）

髙橋正光 （萬国製針株式会社代表取締役会長）

小川勲 （株式会社オガワエコノス代表取締役）

宗盛文幸 （宗盛電気サービス株式会社代表取締役）

河野充志 （デリカウイング株式会社代表取締役社長）

古瀬武 （コクヨマーケティング株式会社中国支社副支社長）

曽川祐治 （広島信用金庫専務理事）

林正史 （株式会社山崎本社代表取締役会長）

砂田智彦 （丸善製薬株式会社総務部部長）

西井智三 （株式会社フレスタ取締役）

泉浩二 （リコージャパン株式会社販売事業本部広島支社支社長）

荒木裕三 （株式会社広島銀行取締役常務執行役員）

梶原聡一 （株式会社ププレひまわり代表取締役副社長）

椋田昌夫 （広島電鉄株式会社代表取締役社長）

小林直樹 （株式会社東洋シート総務部部長）

山本千曲 （株式会社山豊代表取締役）

深山英樹 （広島県商工会議所連合会会頭/働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま代表）

熊高一雄 （広島県商工会連合会会長）

湯﨑英彦 （広島県知事）

【実施内容】

認定企業

プレゼンター

立会人 ※敬称略
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特別講演

様々な統計データを用いながら、加藤勝信大臣（厚生労働大臣/働き方改革担当大臣）
より、政府が目指す「働き方改革」についての講演が行われました。

プログラム概要⑦

共同宣言①

自ら行動する個人・企業と、知事や経済団体など各界のリーダーたちが、「WIT2017」を契機に、
広島から「働き方改革と女性活躍」のムーブメントを発信・拡大していくことを共同で宣言して、
盛会のうちに、1日目が終了しました。
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共同宣言②

プログラム概要⑧

【登 壇 者】

蔵田和樹

岡崎隆

久保高弘

髙橋正光

小川勲

宗盛文幸

河野充志

古瀬武

曽川祐治

林正史

西井智三

泉浩二

荒木裕三

梶原聡一

小林直樹

山本千曲

■ 全４2名

■認定企業(16名）

嶋治美帆子

砂田智彦

井原慶子

キャシー松井

吉田正子

岡島悦子

伊藤かつら

中島さち子

藤沢久美

河野真理子

■セッション等登壇者(10名）
（田中電機工業株式会社代表取締役社長）

（株式会社オーザック代表取締役 ）

（株式会社大京広島支店支店長）

（萬国製針株式会社代表取締役会長）

（株式会社オガワエコノス代表取締役）

（宗盛電気サービス株式会社代表取締役）

（デリカウイング株式会社代表取締役社長）

（コクヨマーケティング株式会社中国支社副支社長）

（広島信用金庫専務理事）

（株式会社山崎本社代表取締役会長）

（株式会社フレスタ取締役）

（リコージャパン株式会社販売事業本部広島支社

支社長）

（株式会社広島銀行取締役常務執行役員）

（株式会社ププレひまわり代表取締役副社長）

（株式会社東洋シート総務部部長）

（株式会社山豊代表取締役）

（広島電鉄株式会社人財管理本部人事部長）

（丸善製薬株式会社総務部部長）

（カーレーサー/慶應義塾大学大学院特任准教授/

一般社団法人Inclusive Growth Summit  代表理事）

（ゴールドマン・サックス証券株式会社副会長/

グローバル・マクロ調査部アジア部門統括/

チーフ日本株ストラテジスト）

（株式会社アンデルセン・パン生活文化研究所

前代表取締役社長 ）

（株式会社プロノバ代表取締役社長/グロービス

経営大学院教授）

（日本マイクロソフト株式会社執行役員常務/

デジタルトランスフォーメーション事業本部長）

（ジャズピアニスト・作曲家/数学者/STEAM教育家/

啓林館顧問）

（シンクタンク・ソフィアバンク代表）

（株式会社キャリアン代表取締役/公益財団法人

日本生産性本部ダイバーシティ推進センター所長）

■働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま関係者(10名）

佐久間剛

熊高一雄

石田文典

国広昌伸

山﨑幸治

竹内雄司

岡村清治

川口達三

大原晃洋

木谷宏

（一般社団法人中国経済連合会理事）

（広島県商工会連合会会長 ）

（広島県中小企業団体中央会専務理事）

（広島県中小企業家同友会専務理事）

（日本労働組合総連合会広島県連合会事務局長）

（インターンシップ促進協議会

（安田女子大学・安田女子短期大学））

（広島市副市長 ）

（広島労働局局長 ）

（中国経済産業局地域経済部長 ）

（県立広島大学経営専門職大学院教授）

※敬称略

■宣言文読み上げ(４名）

○自ら行動する個人を代表して
堀千奈美（株式会社オガワエコノス本社事務部門課長 ）

○自ら行動する企業を代表して
椋田昌夫（広島電鉄株式会社代表取締役社長）

○働き方改革と女性活躍を応援する各界リーダーを代表して
深山英樹（広島県商工会議所連合会会頭/働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま代表）
湯﨑英彦（広島県知事）

■見届け人(2名)
加藤勝信

宇田伸

（厚生労働大臣/働き方改革担当大臣）

（広島県議会議長 ）
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共同宣言③

プログラム概要⑨

共同宣言

広島県には，働き方改革や女性活躍を進める上での強みがあります。
チャレンジ精神やフロンティア精神にあふれる県民性～明治期からの海外移民が全国で最も多
いことに象徴されるこの県民性が，産業界を始め多くの分野でイノベーションを起こし，多数のオン
リーワン・ナンバーワン企業を生み出してきました。
また，世界中から外国人観光客を迎えたり，転勤や創業の地として移り住む人が多いこの地は，
多様性を受け入れ，新たな価値を創出する，未来をつくるフィールドと言えるでしょう。
私たち今日ここに集ったＷＩＴ2017の参加者は，この広島の地で宣言します。

【自ら行動する、個人の宣言】
今，働く場をはじめ，多様な分野で女性の活躍が期待されています。また，同時に女性のみなら
ず、ひとりひとりの個人の力が発揮される社会の実現が期待されています。
WIT2017で共有された様々な知見・アイディアを糧に、私たちは更なる一歩を踏み出します。
私たちは，自らの生き方・働き方，キャリアについて考え、様々な固定概念や慣習に捉われるこ
となく、自分らしく「欲張りに」働き，あるいは活動することで，働く場，そして地域・社会に，新たな
価値を生み出すことができるよう，チャレンジを続けることを宣言します。

【自ら行動する、企業の宣言】
私たちは，めまぐるしく変化する社会経済情勢と，自社の現状や課題をしっかりと受け止め，経
営上の戦略として，生産性の向上と，多様なひとりひとりの個人が働きやすい職場環境づくりを進
めることで，様々な経験や価値観を有する人材の能力を活かし，企業価値を向上させていくことを
宣言します。

【働き方改革と女性活躍を応援する各界リーダーの宣言】
私たち「働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま」のメンバーは，昨年の発足に当たり，県内
の機運を盛り上げようと誓いました。
本日，再度宣言します。「希望する誰もが，健康で活き活きと働き，仕事も暮らしも，どちらもあき
らめない「欲張りな」ライフスタイルの実現と，地域経済・社会の活力向上に向けて，「働き方改革」
及び「働く女性応援」の機運醸成や企業等の取組促進に力を尽くします。」

ＷＩＴ2017に参加する私たちは，この広島の地から，女性を始めとする多様な人材が活躍できる
社会をつくっていくこと，そしてそのムーブメントを全国に発信・拡大していくことを宣言します。

平成２９年９月８日 ＷＩＴ2017参加者一同
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2日目・広島大学東千田未来創生センター



プログラム概要① 18

講演

株式会社ほぼ日の篠田真貴子取締役 CFOを講師にお招きして、講演会を開催。ご自身が外
資系企業で勤務されていた頃のお話や、仕事と子育てを両立する上での葛藤など、参加者の
方が、自分自身の生き方・働き方を見つめ直す上で、非常に参考になるお話をいただきまし
た。また、講演会後には、じゃんけん大会も行われ、勝者には篠田取締役が監訳された本の
プレゼントもあり、和やかな雰囲気の中会場は大いに盛り上がりました。



プログラム概要② 19

ワークショップ

「レゴ®シリアスプレイ®」というレゴ®ブロックを使ったワークショップを開催。
このワークショップは、与えられたテーマに対する自身の考えを、ブロックを組み合わせた作品と
して表現し、第三者に説明するもので、これら一連の過程を通じて、自身の知られざる内面が顕在
化したり、想像力やインスピレーションが引き出されるという効果があると言われています。
講師のローレンス・佐藤さんからは「自信の働き方」というテーマが提示され、最初は戸惑われ

ていた参加者の方も、佐藤さんのユーモア溢れる説明や、会場の和やかな雰囲気の中で、だんだん
と作品作りに夢中になり、作品を通じて普段じっくり考えることのない自身の「働き方」を見つめ
直す中で、新たな発見をされた方も多かったようです。



プログラム概要③ 20

クロージング

イベントの最後は、主催者の広島県を代表して、佐伯安史 商工労働局長が挨拶し、2日間の
イベントの振り返りと，来場者・関係者に対する感謝の意を表して、2日間にわたる、WIT2017
が終了しました。
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